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村

長
に
答
申

村が県に意見書提出

村内事情に配慮し

村
民
の
意
見
を
集
約

慎重な審査を要望
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(3)広 報ιチろ

田写鴨
市
浦
村
農
作
物

冷
害
対
策
本
部
を
解
散

冬を満喫
ゆきんこしうら'94開催

トマト販売額1億円達成

盛大に祝賀会

「ガンバルことを忘れるな」
輪島功一氏が講演

市浦村農協ハウス部会
JA経済連会長賞受賞

二
れ

は

、

育

苗

・
堆

肥

づ

く

り



広報ι夕ろ (1)

一
〇
、
〇
〇
〇
平
方
厨
以
上
の
土
地
取
引
に
は

届
出

が

必
要

で

‘
）税
法
上

の
特
典
が
受
け
ら
れ
な

市

浦

村

は

、

い

の

そ

の
他

の

区

す

号
届出

役場

曇い

″ ,議禦轟乳
L‐
b告

/`:「

契約
ゝ 鶴 |』曇[葦:i]量ら墨

匪璽

役場企画観光課(862-2111内 線19)ヘ



(5)広 報ιチろ

曲儀儀
トマトづくりの元祖

奈 良  義 美 さんげi) 言い続け ヽ 自分で も
「 トマ トは まだ まだ努 サJし ねば

ロロロロロロ
若い人の職場を

奈良 信和さんぼ1  <り にも精を出す奈良さん。トマトづ<り では若い

獣医そして開業医ヘ
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広報ιラろ (6)

ミ

ュ

は

な

幡
太
郎
義
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓
な

の奮
戦
が
目
立
つ　
　
坂
弓
眈
叫
゛
叫
協
熙
質
ヽ
柿
咄

よ
う
に
伝
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ

ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
致
輛
　
　
たｆ
ょ

硼
、
同
為
清
と
手
兵
二
百
騎

二重蒸ひとり書“戦す
　　罐輝倒」綺力ヽっけ“慟７綱”　　腋細“乱社ピ哺線“郡わ“

敏
族
安
倍
方
の
奮
　
　
い
ま
す
。
安
倍
軍
は
義
家
の
軍

と
聞
く
と
睡
を
返
し
て
逃
げ

転
劇
が
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
　
　
源
軍
敗
退
の
時
義
家
は
二
十

そ
の
間
に
あ
っ
て
、
ひ
と
り
八

　

歳
で
し
た
。
左
右
に
年

つ
者
、
　

　

安

倍

軍

戦

う

源
軍
は
完
全
に
安
倍
軍
に
包

到
に
　
　
　
　
　
翻
ぉ
れ
て
苦
戦
し
ま
す
。
藤
原

刺中国‐こ螂。　　　　「螂一『庫軒〔卿̈
「酬賊

腑』』』　　　　”“いつな織躊け曖卿却』御、

岩
帥̈
動　　　　　ます。
「す
わや、八幡太郎

馳

せ
戦

う

う

ち

、

叔

父

頼

任

三

百

騎

と

黒

沢

尻

安

倍

正

任

の
千

余

騎

と

雪

を

蹴

立

て

て

戦

っ
て

す

。

「
ソ

レ
八

幡

殿

ぞ

」

と

、

主
従

二
人
と
な
る

荒

涼

た

る

雪

原

に

は
敵

も

な

く

、

を

彩

る

光

景

だ

け

が

眼

に

入

る

帰

る
光

景

が
限

に

は

い
り

ま

し

安

倍

貞

任

だ

と
す

ぐ

わ

か

り

ま

こ

ろ

の
敵

で
あ

る

ぞ

」

と

、

味

頼

義

、
国

府

に

逃

げ

帰

る

と

ご

と

く

士

卒

を

失

い
、

加

藤

郡

通

ヽ

対

窃

形

饉

ヽ

首ｔ
藤

期

裏

、

清

原

貞

広

の
四

騎

と

と

も

に

、

こ

と

が

で
き

た

の

で

し

た
。

惨

敗

は

し

た

も

の

の
親

子

の
無

事

を

手

を

執

り

合

っ
て
喜

ん

だ

の

は
敵
の
陣
営
近
く
に
居
て
は
身

に
従
い
、
多
賀
城

へ
逃
げ
去
る

騎
よ
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今

か
ら

が

ら

安
倍
軍
の
追
撃
が
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
安
倍
宗
任
の
部
将
藤

原
業
近
の
二
百
余
騎
で
す
。
頼

義
は
、
今
は
最
後
と
自
害
し
よ

に
任
せ
、
主
従
七
騎
で
抗
戦
し

義
家
が
安
倍
軍
の
士
卒
を
倒
し

や
則
明
が
敵
を
倒
し
て
馬
を
分

以
上
は
、
頼
義
軍
が
安
倍
軍

城

へ
逃
げ
帰

っ
た
大
体
の
状
態



情
TTさL世番議
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け)広報ι
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平成6年度土地の評価替え④

市浦村の人口と世帯数   平成621現在

固定資産課税台帳の
縦覧について

弘前高校通信制の

生徒募集について

出
稼
ぎ
事
故
見
舞
金

給
付
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

4月から国民年金の

保険料が変わります



乳房X線撮影法
(マ ンモグラフィー)

広報ιチろ(8)

◇

日

程

◇

一
日

ド

ッ
ク

の
実

施

時

期

が

、

平

成

五

年

度

よ

り

一

約

一
ヶ
月

以

上

早

く

な

り

ま

し

た
。

田
植

え

時

る

時

期

で

、

受

診

し

や

す

い

の

で

ま

た

、

五

年

度

に

は

寿

健

診

で

胃

が

ん

検

診

が
行

わ

れ

な

か

っ
た

日

に

は

一
台

配

車

さ

れ

、

検

診

が

さ

ら

に

、

乳

が

ん

検

診

に
、

精

月

十

四

日

ま

で

の
四

日

間

、

配

車

乳

・
子
宮
が
ん
検
診
の

一
部
負
担

乳

が

ん

検

診

五

百

円

、

子

宮

が

ん

検

診

五

百

円

と

い
う

ふ
う

に
な

り

健
診
を
上
手

に
受
け
る

一
、
三
十
代
は
受
診
年
齢
。

二
、
原
則
と
し
て
年

一
回
は
必

三
、

「
要
精
検
」
と

い
わ
れ
た

ら
必
ず
受
診
。

四
、
病
気

の
人
も
き
ち
ん
と
受

二
月
中
旬

に
、
保
健
衛
生
協
力

委
員

の
方

々
が
、
皆
さ
ん
の
家
庭

に
健
診

の
申
込
み
の
有
無

に
つ
い

今

一
度
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
を
試
み

II』 憬ill沌
ご

結

婚

目
t生


